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特定非営利活動法人　京都中也倶楽部

　

今
回
は
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
内
で
資
料
不
足
で
あ
っ
た
、
京
都

時
代
の
中
也
の
足
跡
を
辿
る
の
に
必
須
の
正
岡
忠
三
郎
日

記
の
こ
と
で
、
中
原
中
也
記
念
館
の
方
に
随
分
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
記
念
館
の
皆
様
、
本
当
に
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
京
都
中
也
倶
楽
部

で
も
、
京
都
の
方
達
か
ら
の
情
報
を
も
っ
と
収
集
し
て
、

京
都
の
中
也
像
に
迫
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
四
月
二
〇
日　

「
第
二
回　

茶
話
会
」

　

初
め
て
お
会
い
し
て
、
会
員
に
な
っ
て
頂
く
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
っ
て
、
つ
い
写
真
を
撮
る
の
を
忘
れ
ま
し
た
が
、

町
家
で
第
二
回
の
茶
話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
四
月
二
九
日

「
中
也
の
青
春
、
Ｒ
Ｉ
Ｏ
の
青
春
～
ｉ
ｎ
京
都
」

　

中
也
フ
ァ
ン
に
も
お
馴
染
み
の
如

月
伶
生
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
を
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
カ
フ
ェ
ふ
じ
ひ
ら
」
さ
ん
に
て

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
伶
生
さ
ん
の

フ
ァ
ン
と
中
也
の
フ
ァ
ン
が
会
場
に

つ
め
か
け
、
可
憐
な
伶
生
さ
ん
扮
す

る
中
也
に
一
同
、
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
六
月
二
二
日　

「
第
三
回　

茶
話
会
」

　

沙
羅
の
花
を
愛
で
る
会
に
参
加
し
て
の
第
三
回
目
の
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

話
会
。
昨
年
の
紅
葉
散
策
に
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

続
き
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
。
鎌
倉
・
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
の
会
で
も
お
馴
染
み
の
大
阪
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
大
学
名
誉
教
授
の
金
子
先
生
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
妙
心
寺
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
前
の
『
阿
じ
ろ
』
さ
ん
で
精
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　

料
理
を
頂
き
、
沙
羅
を
見
に
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ま
し
た
。
た
ま
に
こ
う
い
う
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

プ
ラ
イ
ズ
に
出
会
え
る
の
も
、
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
魅
力
で
す
。

　
　
　

俳
句
十
吟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
澤
普
天

-
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-
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を
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史
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光

の

透

り

け

り

夏

衣

風

の

い

の

ち

を

と

ら

え

け

り

夏

衣

あ

と

い

く

ば

く

の

残

余

生

-
-
-

　

葱

坊

主　

-
-
-

葱

坊

主

坊

主

な

り

や

こ

そ

坊

主

の

句

風

も

よ

し

雨

も

ま
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よ
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長
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う

が

短

か

か

ろ

う

が
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坊

主

の

び

き

っ

た

と

こ

ろ

で

光

る

葱

坊

主

在

り

ざ

ま

を

身

に

引

き

寄

せ

て

葱

坊

主

投
稿
詩
コ
ー
ナ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
中
也
倶
楽
部
で
は
、
年
に
一
回
発

行
さ
れ
る
会
報
に
掲
載
す
る
個
人
会
員
の
方
の
自
作

の
詩
（
自
由
詩
及
び
短
歌
・
俳
句
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
該
当
年
の
掲
載

は
６
月
末
到
着
分
ま
で
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
誠
に

勝
手
な
が
ら
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
員
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

京
都
中
也
倶
楽
部
で
は
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
入
会
金
は
い
ず
れ
も
不
要
で
す
。
な
お
、
入

会
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
四
月
か
ら
翌
三
月
が
会
期
で
す

の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

　

■
個
人
会
員　

年
会
費　

三
千
円

（
会
誌
へ
の
投
稿
・
交
流
会
へ
の
参
加
特
典
等
が
あ
り
ま
す
）

 　

■
団
体
会
員　

年
会
費　

一
口
五
千
円
で
二
口
以
上

（
会
誌
へ
の
広
告
や
Ｈ
Ｐ
で
の
バ
ナ
ー
等
特
典
が
あ
り
ま
す
）

※
入
会
ご
希
望
の
方
は
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
す
る
か
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ＮＰＯ法人

京都中也倶楽部たより
2008年８月発行

第２号

　おかげさまで数人の有志で起ち上げた『京都中也倶楽部』も一年（NPO化からは８ヶ月）を迎
えました。この８月には上御霊神社のさえずり市に参加し、９月には「京都メディフェス」、
10月には京都府の「地域力再生コラボ博覧会」と、より地域との密着度も増して参りました。
　少しずつ、京都の中也ファンも増えていっている（？）のではないかと思いながら、日々を
めまぐるしく過ごしています。今年は会員さん達とより一層の参加型イベントを企画していき
たいと思いますので、今後ともどうかよろしくお願い致します。

二
〇
〇
八
年
二
月
一
七
日

「
第
一
回　

茶
話
会
」

　

京
都
中
也
倶
楽
部
の
事
務
所
が

あ
る
町
家
に
て
、
第
一
回
の
茶
話

会
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
三

人
と
、
寒
い
せ
い
か
淋
し
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

 

で
す
が
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

れ
で
も
し
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

 

と
し
た
中
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
也
へ
思
い

　
　
　
　
　
　
　
　

 

を
馳
せ
る
機

　
　
　
　
　
　
　
　

 

会
が
で
き
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

 

し
た
。
山
口

　
　
　
　
　
　
　
　

 

で
売
ら
れ
て

い
る
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
お
茶

を
飲
み
、
話
を
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
八
年
四
月
一
～
一
五
日

「
あ
の
頃
、
中
也
の
い
た
京
都
展　

パ
ー
ト
Ⅱ
」

　

中
原
中
也
記
念
館
や
大
阪
府
立
大
学
の
中
村
治
先
生
、

河
原
町
今
出
川
の
米
田
様
、
山
口
出
身
の
原
田
様
、
仏
光

寺
の
彼
方
此
方
屋
様
の
お
力
を
借
り
て
、
半
月
間
、
京
都

府
庁
旧
館
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
推
進
室
に
て
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
「

あ
の
頃
、
中
也
の
い
た
京
都
展
」
が
更
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催

期
間
中
、
常
駐
で
き
な
か
っ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
の
代
わ
り
に
、
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　

庁
の
職
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
方
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

随
分
お
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　

話
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
報
告

町家の庭

にぎわうライブ

大正末期前後の建築物（もしかしたら中也も
知っていたかも？！）である西陣町家スタジ
オの一室で活動しています。新聞の抜き刷り
や本を置いています。茶話会等でご覧頂けま
すので、お気軽にお問い合わせ下さい。

ＮＰＯ法人　京都中也倶楽部たより　VOL.2ＮＰＯ法人　京都中也倶楽部たより　VOL.2

京都府庁旧館

会
報
に
つ
い
て

こ
の
会
報
は
、
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

京
都
中
也
倶
楽
部
』
が

年
一
回
の
予
定
で
発
行
す
る
会
員
の
た
め
の
冊
子
で
す
。

京
都
中
也
倶
楽
部
の
個
人
会
員
の
方
に
は
無
料
で
一
部

（
法
人
会
員
の
方
に
は
一
口
に
つ
き
一
冊
）
お
送
り
し
て

い
ま
す
が
。
規
定
部
数
以
上
あ
る
い
は
会
員
以
外
の
方
で

ご
希
望
の
方
は
、
一
部
二
百
円
＋
送
料
八
十
円
（
何
冊
で

も
）
に
て
お
送
り
し
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

は
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

中也のお菓子とともに

中也倶楽部たよりを読む参加者

展示の様子

あ

か

ろ
ね

ぎ

ぼ

う

ず

お話をされる金子先生



ザ
ビ
エ
ル
記
念
碑

　

山
口
観
光
で
ザ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
は
有
名
で
あ
る
が
、

湯
田
温
泉
の
中
心
街
か
ら
国
道
を
通
っ
て
山
口
駅
方
面
に

向
か
い
、
更
に
東
に
向
か
う
と
、
ザ
ビ
エ
ル
公
園
内
に
ザ

ビ
エ
ル
記
念
碑
が

あ
る
。
こ
れ
は
中

也
の
大
叔
父
さ
ん

で
あ
り
、
養
祖
父

で
あ
る
政
熊
氏
が

ビ
リ
オ
ン
神
父
と

の
交
友
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

山
口
旅
行
に
は

必
携
の
中
也
の
弟
・
中
原
思
郎
氏
の
『
兄
中
原
中
也
と

祖
先
た
ち
』
に
よ
る
と
、
一
九
二
一
年
、
政
熊
氏
は
こ
の

記
念
碑
の
実
現
を
前
に
亡
く
な
り
、
後
日
ビ
リ
オ
ン
神
父

が
山
口
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
史
の
一
コ
マ
と
し
て
政
熊
の
霊

を
祝
福
し
、
遺
体
は
カ
ト
リ
ッ
ク
墓
地
に
土
葬
し
た
と
あ

る
。
翌
一
周
忌
に
中
也
の
筆
に
な
る
「
中
原
政
熊
夫
婦
之

墓
、
ペ
ト
ロ
・
六
十
八
歳
、
大
正
十
年
五
月
十
八
日
」
と

刻
ん
だ
墓
標
が
建
っ
た
。

　

私
は
近
年
、
そ
の
墓
地
を
訪
ね
よ
う
と
し
た
が
、
見
あ

た
ら
な
い
。
あ
と
で
聞
く
と
、
そ
の
墓
地
は
道
路
拡
大
で

立
ち
退
き
に
な
り
、
政
熊
夫
婦
の
墓
は
、
や
は
り
中
也
の

筆
に
な
る
「
中
原
家
累
代
之
墓
」
の
そ
ば
に
移
さ
れ
た
。

中
原
家
累
代
之
墓

 
 

山
口
旅
行
に
行
く
と
、
毎
回
で
は
な
い
が
、
８
割
く
ら

い
の
確
率
で
墓
参
り
を
す
る
。
お
墓
の
あ
る
吉
敷
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

学
生
時
代
は
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
向
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
だ
が
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
は
車
が
多
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
と
い
う
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
距
離
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ぐ
裏
の
竹
藪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
川
を
眺
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
、
何
と
は
な

し
に
、
思
い
出
す
の
は
『
骨
』
だ
。

　
　
　

故
郷
の
小
川
の
へ
り
に
、

　
　
　

半
ば
は
枯
れ
た
草
に
立
つ
て

　
　
　

見
て
ゐ
る
の
は
、-

-
-
-

僕
？

　

そ
う
い
え
ば
山
口
を
訪
れ
る
の
は
、
秋
か
冬
が
多
い
。

そ
の
他

　

今
回
は
、
私
が
一
番
最

初
に
中
也
へ
の
思
い
を
抱

き
な
が
ら
歩
き
回
っ
た
、

山
口
市
内
の
随
所
を
書
い

た
。
当
時
、
ま
だ
中
也
記

念
館
は
な
く
、
生
誕
の
地

と
書
か
れ
た
碑
は
、
駐
車

場
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

他
に
回
っ
た
の
は
、
中

也
の
通
っ
た
小
学
校
や
、

鼓
ノ
滝
、
熊
野
神
社

等
で
あ
る
。

　

国
道
沿
い
に
電

電
公
社
（
現
在
の

Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
が
あ
り
、
そ
こ
で

中
也
の
テ
レ
カ
を

買
い
に
行
っ
た
こ

と
も
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
る
。

ザビエル記念碑

墓の写真

の
変
遷
は
彼
に
深
刻
な
憂
い
を
与
え
、
最
晩
年
の
著
述
『

孤
独
な
散
歩
者
の
夢
想
』
で
の
諦
観
を
待
つ
ま
で
の
間
、

非
常
に
辛
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
（
倉
橋
弘
美
）

※
こ
の
文
章
に
関
す
る
ご
意
見
や
指
摘
な
ど
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
是
非
京
都
中
也
倶
楽
部
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
中
也
の
読
書
遍
歴
の
中
か
ら
、
一
冊
を
取
り
上
げ
、
そ

の
内
容
を
説
明
し
た
り
、
中
也
と
の
関
連
を
思
い
つ
く
ま

ま
に
書
い
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
中
也
と
同
じ
本
を
読

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
也
の
詩
や
中
也
自
身
を
理
解
し
よ

う
と
い
う
の
が
目
的
で
す
。
京
都
中
也
倶
楽
部
の
会
報
制

作
ス
タ
ッ
フ
が
哲
学
が
好
き
な
た
め
、
主
に
哲
学
書
を
と

り
あ
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
他
の
分
野
の
本
の
こ

と
を
書
い
て
下
さ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是

非
ご
投
稿
下
さ
い
。

二
〇
〇
八
年

　
　

八
月　
　

特
別
茶
話
会
（
山
口
先
生
の
講
演
）

　
　
　
　
　
　

・
さ
え
ず
り
市
出
展

　
　

九
月　
　

京
都
メ
デ
ィ
フ
ェ
ス
出
展

　
　
　
　
　
　

・
さ
え
ず
り
市
出
展

　
　

一
〇
月　

地
域
力
再
生
コ
ラ
ボ
博
覧
会
参
加

　
　
　
　
　
　

・
あ
の
頃
中
也
の
い
た
京
都
展
パ
ー
ト
３

　
　
　
　
　
　

・
特
別
茶
話
会
（
笠
井
心
さ
ん
講
演
）

　
　
　
　
　
　

・
さ
え
ず
り
市
出
展

　
　

一
二
月　

特
別
茶
話
会
（
『
眠
れ
蜜
』
上
映
）

　
　
　
　
　
　

・
さ
え
ず
り
市
出
展

　

〈
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
〉

　

な
か
な
か
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
今

し
ば
ら
く
お
待
ち
下
さ
い
。

　

〈
茶
話
会
〉

　

現
在
事
務
所
以
外
で
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
決
ま
り
ま
し
た
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
の
予
定

京
都
中
也
倶
楽
部
の
こ
れ
か
ら
の
活
動

ＮＰＯ法人　京都中也倶楽部たより　VOL.2ＮＰＯ法人　京都中也倶楽部たより　VOL.2

ル
ソ
ー
『
告
白
録
』

　

か
な
り
の
独
断
的
な
感
想
か
も
し
れ
な
い
が
、
何
故
中

也
が
ル
ソ
ー
に
あ
ま
り
興
味
を
持
た
な
か
っ
た
か
、
理
解

で
き
な
い
。
中
也
は
詩
人
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
日
本
の
ラ

ン
ボ
ー
な
ど
と
表
さ
れ
て
い
る
が
、
中
也
の
生
き
様
を
見

て
い
る
と
、
た
く
ま
し
い
人
生
で
彩
ら
れ
た
ラ
ン
ボ
ー
で

は
な
く
、
年
を
と
る
ご
と
に
暗
雲
立
ち
こ
め
て
い
く
ル
ソ

ー
と
ど
う
し
て
も
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。

　

こ
れ
は
単
に
私
が
同
じ
時
期
に
こ
の
二
人
の
本
を
読
み

あ
さ
っ
て
い
た
か
ら
だ
け
の
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
感
情

に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
勿
論
、
中
也
の
時
代
が
既
に

ル
ソ
ー
が
日
本
で
流
行
っ
た
時
を
過
ぎ
て
い
た
だ
け
の
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。
或
い
は
昔
、
「
ル
ソ
ー
が
好
き
で
す

」
と
告
白
し
た
時
の
、
日
本
研
究
に
や
っ
て
き
た
オ
ラ
ン

ダ
人
学
生
の
狼
狽
ぶ
り
、
「
あ
り
え
な
い
！
」
と
い
う
第

一
声
の
あ
と
の
根
拠
提
示
で
、
「
日
本
人
は
民
主
主
義
の

対
局
に
あ
る
民
族
だ
」
と
そ
の
説
明
を
し
た
よ
う
に
、
ル

ソ
ー
像
と
い
う
も
の
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
要
素
を
ま
と
っ

て
い
る
た
め
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
で
も
な
お
疑
問
に
思
う
の
は
、
中
也
が
読
ん
だ
の

は
確
か
『
告
白
』
（
原
題
はL

e
s
 
C
o
n
f
e
s
s
i
o
n
s

で
、
昔
は

『
懺
悔
録
』
、
今
は
『
告
白
』
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
で
あ

る
の
で
、
も
っ
と
別
の
本
に
進
ん
で
読
ん
で
い
っ
て
も
お

か
し
く
な
い
は
ず
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

…
と
前
置
き
が
長
か
っ
た
が
、
ル
ソ
ー
の
著
書
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
影
響
を
与
え
た
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の

中
で
文
学
界
に
一
番
影
響
を
与
え
た
の
が
こ
の
本
だ
。
こ

れ
は
自
叙
伝
で
は
あ
る
が
、
後
の
「
私
小
説
」
と
い
う
分

野
開
拓
に
寄
与
し
た
。
『
告
白
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
書

物
で
は
、
世
界
の
中
で
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
双
璧
の
書

物
だ
（
多
分
）
。

　

幼
い
時
の
母
の
死
。
逃
亡
し
た
時
に
見
か
け
だ
け
追
い

か
け
て
あ
と
は
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
た
父
親
。
し
か
し
年

上
の
恋
人
・
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
夫
人
と
の
出
会
い
な
ど
が
あ
る

せ
い
か
、
若
い
頃
の
彼
は
幸
せ
な
ト
ー
ン
で
綴
ら
れ
る
。

一
方
、
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
夫
人
に
捨
て
ら
れ
、
時
代
の
寵
児
・

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
や
デ
ィ
ド
ロ
、
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
と
の
交
友

中
也
の
本
棚

湯
田
温
泉
界
隈

　

旅
の
始
ま
り
は
い
つ
も
高
田
公
園
の
詩
碑
。
湯
田
温
泉

駅
に
着
く
と
、
い
つ
も
ま
っ
し
ぐ
ら
に
こ
こ
に
向
か
い
、

中
也
の
詩
碑
の
前
に
し
ば
し
佇
む
の
が
常
だ
。
あ
る
時
詩

碑
を
眺
め
て
い
た
ら
、
い
き
な
り
子
ど
も
達
が
す
べ
り
台

が
わ
り
に
遊
び
始
め
た
こ
と
が
あ
る
。
突
然
の
出
来
事
に

目
を
見
張
っ
て
見
て
い
る
と
、
一
人
の
子
ど
も
が
機
敏
に

そ
れ
を
察
し
て
か
、
別
の
子
ど
も
を
諫
め
た
。
「
バ
チ
が

あ
た
る
」
と
。
私
は
す
ぐ
さ
ま
不
躾
な
視
線
を
子
ど
も
達

に
浴
び
せ
て
い
た
こ
と
を
心
の
中
で
詫
び
た
。
元
よ
り
子

ど
も
好
き
の
中
也
、
子
ど
も
達
が
詩
碑
で
楽
し
く
遊
ぶ
こ

と
は
大
本
望
だ
ろ
う
。

　

ま
た
あ
る
時
は
、
た
ま
た
ま
と
っ
た
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら

外
を
眺
め
る
と
、
詩
碑
を
見
下
ろ
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
思
い
が
け
な
い
出
会
い
で
、
何

度
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
の
詩
碑
は
、
い
く
つ
か
あ
る
中
也
の
詩
碑
の
中
で
も

一
番
最
初
に
建
っ
た
詩
碑
で
あ
る
。
小
林
秀
雄
の
字
に
な

る
「
こ
れ
が
私
の
故
里
だ
／
さ
や
か
に
風
も
吹
い
て
ゐ
る

／
あ
　ゝ

お
ま
へ
は
な
に
を
し
て
来
た
の
だ
と
…
…
／
吹

き
来
る
風
が
私
に
云
ふ
」
と
い
う
、
い
さ
さ
か
意
味
深
な

省
略
の
あ
る
詩
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

山
口
出
身
で
京
都
在
住
の
原
田
さ
ん
は
、
こ
の
詩
に
ひ

か
れ
て
や
ま
な
い
と
言
う
。
山
口
出
身
で
各
地
に
点
在
し

た
人
々
の
み
共
有
し
う
る
、
こ
の
詩
へ
の
思
い
と
い
う
も

の
が
歴
然
と
あ
る
に
違
い
な
い
。

中
也
へ
の
旅
①　

山
口
市

高田公園の詩碑

　

ス
イ
ス
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
。
啓
蒙

の
知
性
偏
重
と
社
会
の
不
合
理
を
は
げ
し
く
批
判

し
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
も
大
い
に
影
響
を
与
え
た

と
言
わ
れ
る
。
教
育
論
を
説
き
な
が
ら
、
自
分
の

子
供
を
五
人
捨
て
、
芸
術
を
否
定
し
な
が
ら
オ
ペ

ラ
を
制
作
す
る
。
彼
の
オ
ペ
ラ
『
村
の
占
い
師
』

は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
も
影
響
を
与
え
る
。
ま
た
、

彼
の
著
述
の
中
に
は
天
才
音
楽
家
に
驚
嘆
を
覚
え

て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
更
に
そ
の
注
釈
に
、
も
っ

と
す
ご
い
音
楽
家
（=

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
）
が
出
た
、

と
あ
る
。

　

主
な
著
書
は
『
学
問
芸
術
論
』
』
『
人
間
不
平

等
起
源
論
』
『
社
会
契
約
論
』
『
エ
ミ
ー
ル
』
『

告
白
』
『
孤
独
な
散
歩
者
の
夢
想
』
な
ど
。 ジャン＝ジャック・ルソー

Jean-Jacques Rousseau
1712/06/28-1778/07/02

ホテルから見下ろした詩碑

ラ
ジ
オ
カ
フ
ェ
に
出
演

　

去
る
五
月
九
日
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
き
ょ
う
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
演
さ
せ

て
頂
き
、
京
都
時
代
の
中
也
を
中

心
に
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

リ
ク
エ
ス
ト
し
た
伶
生
さ
ん
の

『
汚
れ
つ
ち
ま
つ
た
悲
し
み
に
』

が
哀
愁
を
誘
い
ま
し
た
。

下宇野令小学校跡生誕の地
DJの水越さんと

古
い
写
真
を
探
し
て
い
ま
す

『
あ
の
こ
ろ
京
都
の
暮
ら
し
』

の
著
書
で
お
馴
染
み
の
中
村
治

先
生
が
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で

古
い
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
は
い
つ
の
写
真
だ
ろ
う

か
」
と
疑
問
に
思
わ
れ
る
写
真
も
鑑
定
し
て
も
ら
え
る
か
も
？

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
末
尾
の
当
団
体
の
連
絡
先
に
ひ
と
ま
ず

ご
連
絡
下
さ
い
。
追
っ
て
中
村
先
生
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


